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斜面に立ち並ぶ家々は、スペイン留学時代に制作され
たセザンヌ風の《アーヴィラ》（図 7）を強く想起させ、
「家並みを俯瞰した構図」への須田の関心がみられる。
実際須田の日記からは、家々が斜面に立ち並ぶ集落を
意図的に探し歩いていることを伺うことができる。例
えば、1953年 6月の日記には次のようにある（22）。

　16日  電車で高の宮下車　徒歩で魚瀬へ　カチ割石
がしかれあり希臘を思い出す　漁村は傾斜面
にあり石段で上下　大いにつかれる　寺の前
でスケッチ等　その他でもやる　大した期待
程にあらず　スケッチ少々して帰途へ　電車
で平田町へ〔泊〕

　 17日  バスで小伊津へ　海岸寄りで十号かき出す　
隣の三津の灘村へ　ここは狭く細長い漁村
〔平田泊〕

　
　須田は鳥取、松江に宿泊したあと須田は、宍道湖の
北側に位置する漁村の魚瀬、小伊津、三津を訪れてい
る。これらの漁村はいずれも、海岸に面した斜面に集
落が形成されており、田後に似た特徴を有している。
須田がこれらの漁村を訪れた背景には、松江在住の独
立美術協会の画家・山中徳次などに、「家並みを俯瞰
した構図」が描ける斜面に家並みが立ち並ぶ風景、と
いう条件でふさわしい場所の紹介を受けたのではない
かと推測される。だが実際には、魚瀬は急斜面に家々
が点在している上、海上からでないと家並み全体を遠
望することができない土地であり、小伊津と三津も須
田が求める風景とは異なる特徴の漁村であったため、
「大した期待程にあらず」という感想に至ったと考え
られる。もっとも須田にとって「家並みを俯瞰した構
図」の風景を描くことは、《アーヴィラ》などスペイ
ン留学中に魅了された光と陰が織りなす美しさを日本
において再現することであった。なかでも田後の漁村
は、上述のとおり須田を魅了する風景のひとつであり、
《漁村田後》はこれまで紹介される機会こそ少なかっ
たが、須田の画業においては欠かすことのできない重
要な作品のひとつとして位置づけられよう。

おわりに
　須田国太郎にとって鳥取は、京都から比較的近く容
易に訪れることができる土地であった。滞在中は浜田
宜伴や、浜田の知人の家々を拠点に活動していること
から、訪問を重ねる毎に知人の数も増えていったこと
がうかがえる。須田が鳥取を訪れた理由は、画友の浜
田への協力とともに同地の風景に惹かれたからではな

いだろうか。中央から離れた地方都市で一流の作品を
紹介し、世界に通用する人材を育成しようと高い目標
を掲げ、尽力を惜しまず努力していた浜田の姿勢は、
須田の足を鳥取に向けさせた。さらに、関西や山陽と
は趣の異なる特徴を持つ土地もまた須田を惹きつけて
止まなかったと思われるのである。
　上述のとおり、本稿では須田と鳥取の関わりを紹介
してきたが、その内容の詳細まで確認することができ
ていないため、記録を羅列することにとどまった。こ
れらの事実をもとにさらに踏み込んだ調査を行うこと
で、当時の鳥取の人々と中央の画家との交流が明らか
となり、当時の一地方都市の文化水準の高さを示す一
助となると考えられるが、これらは今後の課題とした
い。一方《漁村田後》に関しては、その制作に至る背
景などを考察した。今後は本稿を更に深め，「家並み
を俯瞰した構図」による一連の作品が須田の画業にお
いていかなる位置づけにあるのか、セザンヌからの影
響の可能性などを含めた上で改めて検討する必要があ
るだろう。
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